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加えて第 5章では、著者は H3受容体特異的アゴニスト Immethridineを ANSモデルに同時投与するこ
とで、同アゴニストが溶媒である生理食塩水投与群の ANSモデルに比べ、心機能・腎機能の障害を抑制
する効果を持つことを示し、心腎連関病態における H3受容体の重要性をさらに強固なものとしている。  
第 6 章においては、著者はこの H3 受容体の心腎連関病態に対する保護的な作用メカニズムを分子レ
ベルで解明するために、培養細胞を用いて、細胞内遺伝子発現・タンパク合成・シグナル伝達の解析を
行っている。マウス AT1 受容体を安定発現した HEK293T 細胞において、マウス H3 受容体を過剰発現さ


















平成 29年 1月 11日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
